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   第 ８ 回   熊本県議会  建設常任委員会会議記録 

 

令和８年３月13日(金曜日) 

              午前９時59分開議 

            午後０時５分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第46号 令和８年度熊本県一般会計予

算 

 議案第51号 令和８年度熊本県港湾整備事

業特別会計予算のうち 

  議案第52号 令和８年度熊本県臨海工業用

地造成事業特別会計予算のうち 

 議案第53号 令和８年度熊本県用地先行取

得事業特別会計予算 

 議案第62号 令和８年度熊本県下水道事業

会計予算 

  議案第98号 権利の放棄について 

 閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ

いて 

  報告事項 

①復興まちづくりの進捗状況について 

②県の下水道事業における官民連携の

検討について 

③熊本県下水道事業経営戦略の改定に

ついて 

④熊本県港湾整備事業経営戦略の改定

について 

⑤熊本県臨海工業用地造成事業経営戦

略の改定について 

⑥令和７年８月豪雨を踏まえた浸水被

害を軽減する対策(案)について 

⑦一般財団法人白川水源地域対策基金

について 

⑧緑の流域治水の推進と球磨川流域の

創造的復興について 

⑨次期「熊本県建築物耐震改修促進計

画」の策定について 

⑩県営住宅における新たな取組みにつ

いて 

 令和７年度建設常任委員会における取組の

成果について 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人) 

        委 員 長 西 山 宗 孝 

        副委員長 城 戸   淳 

        委  員 吉 永 和 世 

        委  員 坂 田 孝 志 

        委  員 楠 本 千 秋 

委  員 本 田 雄 三 

        委  員 住 永 栄一郎 

委  員 斎 藤 陽 子 

欠 席 委 員(なし)         

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 土木部 

         部 長 菰 田 武 志 

       総括審議員 

兼河川港湾局長 西 田 将 人 

       政策審議監 椎 場 泰 三 

      道路都市局長 奥 山 和 弘 

      建築住宅局長 折 田 義 浩 

        監理課長 安 田 昌 史 

用地対策課長 安 倍 千佳子 

首席審議員 

兼土木技術管理課長 弓 削 真 也 

道路整備課長 大 和 勇 紀 

道路保全課長 谷 水 秀 行 

首席審議員 

兼都市計画課長 高 橋 慶 彦 

下水環境課長 堤   哲 也 

河川課長 工 藤 康 隆 

港湾課長 田 村 伸 司 

砂防課長 橋 口 英 介 

建築課長 佐 澤   毅 

営繕課長 今 福 裕 一 

住宅課長 上 野 美恵子 
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――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

         議事課主幹 眞 田 美也子 

   政務調査課課長補佐 都 冨 真 一 

――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○西山宗孝委員長 ただいまから第８回建設

常任委員会を開会いたします。 

 それでは、付託議案の審査を行いますが、

質疑については、執行部の説明を求めた後

に、一括して受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔にお願いいたしま

す。 

 まず、土木部長から総括説明を行い、続い

て、担当課長から資料に従い順次説明をお願

いいたします。 

 

○菰田土木部長 おはようございます。 

 それでは、今定例会に提出しております議

案等の説明に先立ち、最近の土木部行政の動

向について御報告いたします。 

 まず、令和７年８月豪雨からの復旧、復興

についてです。 

 これまで市町村との議論や学識者の御意見

を踏まえ検討を進めてまいりました浸水被害

に関する検討会につきましては、３月18日に

第４回の会議を開催し、地域特性を踏まえた

対策を取りまとめる予定です。 

 今後、県と市町村がさらに連携し、各地域

でハード、ソフト一体となった対策を着実に

進めてまいります。 

 次に、令和２年７月豪雨からの復旧、復興

についてです。 

 被災した公民館に代わるみんなの家につき

ましては、３月に球磨村中園地区が完成し、

これにより八代市、人吉市、球磨村で進めて

まいりました９棟全ての整備が完了いたしま

した。 

 また、球磨川の支川、万江川の氾濫により

道路決壊などの甚大な被害を受けた山江村淡

島地区の主要地方道坂本人吉線及び山江村か

ら受託した令和参道橋の復旧工事が完了し、

３月７日に完成式を開催いたしました。 

 引き続き、国や市町村と連携し、一日も早

い復旧、復興に向けて取り組んでまいりま

す。 

 それでは、後議分として、今定例会に提出

しております土木部関係の議案等について御

説明いたします。 

 今回御審議いただきます議案は、令和８年

度当初予算関係議案５件、条例等関係議案１

件でございます。 

 まず、土木部における令和８年度当初予算

の概要について御説明いたします。 

 土木部では、熊本地震及び令和２年７月豪

雨に加え、令和７年８月豪雨からの復旧、復

興に最優先で取り組むとともに、災害に強い

県土づくり及び熊本の将来の発展を見据えた

社会基盤整備を着実に推進する考えの下、予

算を計上しております。 

 一般会計の予算額は、1,092億8,300万円余

を計上しており、対前年度比101.5％となり

ます。 

 特別会計等は、港湾整備事業特別会計、臨

海工業用地造成事業特別会計、用地先行取得

事業特別会計及び下水道事業会計の合計で

142億9,300万円余を計上しており、対前年度

比96.5％となります。 

  一般会計及び特別会計等を合わせた予算額

は、1,235億7,700万円余であり、対前年度比

100.9％となります。 

  次に、歳出予算の主な取組について、くま

もと新時代共創基本方針の柱に沿って説明い

たします。 

  第１に「県民の命、健康、安全・安心を守

る」についてです。 

 まず、令和７年８月豪雨からの復旧、復興

につきましては、県及び市町村が管理する公

共土木施設で約420億円の被害が生じており
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ます。生活基盤となる社会インフラの早期復

旧に全力を挙げるとともに、改良復旧による

再度災害防止や宅地被害の復旧支援に取り組

んでまいります。 

 次に、熊本地震及び令和２年７月豪雨から

の創造的復興につきましては、益城町木山地

区及び人吉市青井地区の土地区画整理事業を

推進し、甚大な被害を受けた被災市街地の一

日も早い生活再建に向けて取り組んでまいり

ます。 

 球磨川の緑の流域治水の推進につきまして

は、流域治水プロジェクトや河川整備計画に

基づき、河川改修や宅地かさ上げ、砂防施設

の整備など、流域の安全、安心の確保に向け

た取組を進めてまいります。五木村、相良村

の振興におきましても、国道445号や県道宮

原五木線、また、川辺川などの整備にスピー

ド感を持って取り組んでまいります。 

 このほか、防災・減災、国土強靱化の取

組、盛土規制、住宅の耐震対策など、災害に

強い県土づくりに向けた各種事業を着実に推

進してまいります。 

 第２に「世界に開かれた活力あふれる熊

本」についてです。 

 まず、幹線道路ネットワークの整備につき

ましては「すべての道は、くまもとに通じ

る」の考えの下、引き続き、県内各地域にお

ける主要な幹線道路の早期整備に取り組んで

まいります。 

 次に、熊本都市圏の渋滞解消につきまして

は、短期対策として進めている交差点改良等

の令和９年度完了に向けて取り組むととも

に、中長期的な取組となる道路施策について

も着実に推進してまいります。都市圏の渋滞

緩和や物流の効率化などに大きな効果が期待

される熊本都市圏３連絡道路の実現に向けて

は、令和８年度中に複数のルート帯をお示し

できるよう調査、検討を加速してまいりま

す。 

 また、県の重要港湾である八代港、熊本港

につきましては、港湾機能のさらなる強化に

向け、コンテナターミナルの拡張や埋立地を

活用した工業用地等の整備を推進してまいり

ます。 

 加えて、熊本の活力の前提となる人材の育

成、確保につきましては、地域の守り手とし

て重要な役割を担う建設産業が持続、発展し

ていく産業となるよう、建設産業の人材確

保、育成、生産性向上、働き方改革を推進し

てまいります。 

 第３に「こどもたちが笑顔で育つ熊本」に

ついてです。 

 こどもまんなか熊本の実現に向けて、小中

学校の通学路の安全を確保する歩道等の整備

や子育て世代に対応した県営住宅の改修等に

取り組んでまいります。 

 以上が土木部における当初予算の主な取組

となりますが、引き続き、県内各地域におけ

る社会基盤の整備、保全を着実に推進してま

いります。 

 次に、条例等議案につきましては、権利の

放棄について１件の御審議をお願いしており

ます。 

 その他の報告事項につきましては、益城町

と人吉市の復興まちづくりの進捗状況につい

てなど10件を御報告させていただきます。 

 以上、総括的な御説明を申し上げました

が、詳細につきましては、担当課長から説明

いたしますので、御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

 今後とも、災害からの復旧、復興、国土強

靱化をはじめ、各事業の推進に着実に取り組

んでまいりますので、委員各位の御支援と御

協力をよろしくお願いいたします。 

 

○西山宗孝委員長 引き続き、関係課長から

順次説明をお願いいたします。 

 

○安田監理課長 監理課でございます。 

 本日は、建設常任委員会説明資料、それか
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らその他報告事項10件を準備しております。

また、参考資料といたしまして、令和８年度

主要事業及び新規事業説明資料、令和８年度

公共事業等費用負担調書をお配りしておりま

すので、後ほど御覧いただければと思いま

す。 

 それでは、説明資料１ページをお願いしま

す。 

 令和８年度当初予算について御説明申し上

げます。 

 １ページ上の表、１段目、本年度予算額

は、表真ん中あたりの一般会計のうち、投資

的経費978億6,100万円余、消費的経費114億

2,200万円余、ずっと右側行きまして、右か

ら２つ目、特別会計等計142億9,300万円余、

本年度予算額合計1,235億7,700万円余となり

ます。 

  以下の内訳でございますが、２ページ、当

初予算の総括表になります。 

 こちら、一番下の最下段、財源内訳を記載

しております。 

そちら、特定財源の最下段の右側をお願い

します。 

国支出金313億3,000万円余、地方債572億

5,500万円余、その他151億5,800万円余、一

般財源198億3,100万円余となっております。 

  以上が土木部の令和８年度当初予算の状況

です。 

 ３ページをお願いします。 

 ここからは、令和８年度当初予算に関しま

して、各課別に主なものについて御説明申し

上げます。 

 まず、監理課分でございます。 

 ２段目、職員給与費は、令和８年度の在職

職員の年間所要見込額を職員給与費または事

業費の職員給与費として全ての課に計上して

いますので、各課からの説明は割愛させてい

ただきます。 

 次に、下から３段目、土木行政情報システ

ム費として、３億7,100万円余を計上してお

ります。 

こちらは、入札手続を行う電子入札共同利

用システムの運用経費になります。現行シス

テムの維持管理経費１億2,000万円に加えま

して、このシステムが稼働から20年が経過い

たしましたので、令和８年度と令和９年度の

２か年かけてシステムを更新する、新しく開

発する経費となります。 

 ４ページ、お願いします。 

 ４ページ２段目、建設産業支援事業費とし

て、4,200万円余を計上しています。 

これは、建設産業の人材確保、育成に要す

る経費でございます。 

 説明欄上段の「建設産業の力」発信事業に

つきましては、高等学校や建設業界と連携い

たしまして、学生を対象とした現場実習、そ

れから工業高校のオープンキャンパス等への

支援を行うものでございます。 

  監理課からは以上です。 

 

○安倍用地対策課長  用地対策課でございま

す。 

  用地対策課は、一般会計と用地先行取得事

業特別会計に分かれておりますので、まず、

一般会計について御説明いたします。 

  ５ページ、お願いします。 

 ３段目の収用委員会費でございますが、

1,300万円余を計上しております。 

内訳につきましては、説明欄に記載のとお

り、収用委員会の委員報酬及び運営経費でご

ざいます。 

  続きまして、用地先行取得事業特別会計に

ついて御説明いたします。 

  ６ページをお願いします。 

 ２段目の国直轄用地先行取得事業費でござ

いますが、14億円を計上しております。 

これは、中九州横断道路の事業用地を先行

して取得するための経費でございます。 

 次に、５段目の元金及び７段目の利子でご

ざいますが、合わせて９億500万円余を計上
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しております。 

これは、中九州横断道路の用地先行取得に

要した経費のうち、令和５年度、６年度、７

年度の借入れに係る起債償還の元金と利子で

ございます。 

 用地対策課は以上です。 

 

○弓削土木技術管理課長 土木技術管理課で

ございます。 

 ７ページをお願いします。 

 まず、３段目の土木業務推進費ですが、

3,400万円余を計上しております。 

これは、土木部職員の技術向上を図るため

の研修費負担金と県内の建設技術者を対象と

した建設事業に関する研修に係る委託費及び

熊本市南区にございます熊本県建設技術セン

ターの空調改修の設計委託やアスファルト等

の材料試験機の老朽化に伴う更新に要する経

費です。 

  次に、５段目の土木行政情報システム費で

すが、5,500万円余を計上しております。 

これは、発注から検査、支払いまでの手続

を支援する工事進行管理システムや工事価格

の算出を支援する土木積算システムの維持管

理に要する経費でございます。 

  土木技術管理課は以上です。 

 

○大和道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 ９ページをお願いいたします。 

３段目の国直轄事業負担金でございます

が、85億3,200万円余を計上しております。

 これは、中九州横断道路などの整備を行う

国直轄事業に対する県負担金でございます。 

  次に、一番下の段の道路改築費でございま

すが、32億1,200万円を計上しております。 

 これは、熊本天草幹線道路の国道266号大

矢野道路及び国道324号本渡道路Ⅱ期の整備

を予定しております。 

 10ページ１段目の単県道路改築費でござい

ますが、22億2,100万円余を計上しておりま

す。 

これは、小規模な改良や新規事業化に向け

た調査等を行うもので、県道郡浦網田線ほか

70か所の整備を予定しております。 

 ２段目の地域道路改築費でございますが、

82億6,200万円余を計上しております。 

これは、国道445号ほか18か所、県道玉名

立花線ほか100か所について75億8,300万円

余、また、令和２年７月豪雨関連として、国

道445号について６億7,800万円余となりま

す。 

  11ページをお願いいたします。 

  ３段目の道路施設保全改築費の橋梁補修分

でございますが、27億7,400万円余を計上し

ております。 

これは、国道268号の第二奥構橋ほか81か

所の補修を予定しております。 

  下から３段目の地方道路整備臨時貸付金元

金でございますが、２億7,600万円余を計上

しております。 

これは、道路事業の地方負担の一般財源に

ついて、平成20年度から平成24年度に無利子

で借り入れた分の償還金でございます。 

  最後に、債務負担行為の設定をお願いして

おります。 

  ９ページにお戻りください。 

 一番下の段の道路改築費でございますが、

表右側説明欄のとおり、国道266号大矢野道

路の橋梁工事について債務負担行為を設定し

ております。 

 10ページ２段目の地域道路改築費でござい

ますが、表右側説明欄のとおり、４件の債務

負担行為を設定しております。 

 国道325号及び国道389号は、橋梁の工事を

行うものです。また、県道瀬田竜田線は、道

路整備に必要な物件の移転を行うものです。 

 最後は、セミコンテクノパーク周辺工事に

おいて、円滑かつ効率的な工事を施工するた

めに設置する仮設事務所のリース契約を行う
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ものです。 

 道路整備課は以上です。 

 

○谷水道路保全課長 道路保全課でございま

す。 

 13ページをお願いいたします。 

 下から２段目の単県道路災害防除費でござ

いますが、12億6,800万円余を計上しており

ます。 

小規模なのり面対策等を行う単県道路災害

防除費として、人吉水俣線ほか48か所及び令

和７年８月豪雨により脆弱化した斜面ののり

面対策として、宇城管内ほか２管内を計上す

るものです。 

 最下段の単県道路修繕費でございますが、

44億6,500万円余を計上しております。 

これは、道路パトロール等を行う単県道路

維持修繕費、街路樹の剪定や除草を行う道路

美化対策費並びに道路施設の修繕等を行う単

県道路施設修繕費を計上するものです。 

  14ページをお願いいたします。 

  ４段目の道路舗装費でございますが、22億

2,500万円余を計上しております。 

損傷した舗装面の補修を行う単県舗装補修

費として熊本玉名線ほか122か所、道路排水

の機能改善を図る単県側溝整備費として八代

鏡宇土線ほか61か所を計上するものです。 

 下から２段目の道路施設保全改築費でござ

いますが、66億1,100万円余を計上しており

ます。 

落石防護柵等ののり面対策などを行う道路

災害防除事業として国道445号ほか47か所、

歩道等を整備する交通安全施設等整備事業と

して益城菊陽線ほか52か所、劣化が進行した

舗装の長寿命化を図る舗装補修事業として八

代港線ほか59か所、老朽化したトンネルのひ

び割れ補修等を行う施設修繕事業として本渡

下田線ほか50か所、自転車通行空間整備事業

として天草管内ほか９管内を計上するもので

す。 

 15ページをお願いいたします。 

 ２段目の現年発生災害復旧工事費でござい

ますが、３億4,500万円を計上しておりま

す。 

これは、豪雨や台風の異常気象時における

崩土、倒木等の撤去、緊急パトロール、保安

施設の設置等に要する待ち受け予算です。 

  道路保全課は以上です。 

 

○高橋都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 17ページをお願いします。 

 ２段目の景観整備推進費でございますが、

３億3,000万円余を計上しております。 

これは、緑化景観対策や民間施設等の緑化

推進を行うものでございます。 

  次に、７段目の公園維持費でございます

が、２億2,400万円余を計上しております。 

これは、テクノ中央緑地や水俣広域公園な

ど、指定管理者管理委託等の管理費でござい

ます。 

 18ページをお願いします。 

 ４段目の土地区画整理事業費でございます

が、27億5,100万円余を計上しております。 

これは、被災市街地復興土地区画整理に伴

う建物の移転補償、道路や宅地等の整備等に

要する経費で、熊本地震関連としまして益城

中央地区に21億3,100万円余、また、令和２

年７月豪雨関連としまして人吉市青井地区に

６億1,900万円余を計上しております。 

  次に、最下段の街路整備事業費でございま

すが、18億1,500万円余を計上しておりま

す。 

これは、八代市の南部幹線等の整備に要す

る経費を計上しております。 

 19ページ、お願いします。 

 ２段目の都市公園整備事業費でございます

が、９億円余りを計上しております。 

これは、熊本県民総合運動公園の長寿命化

対策や新たな駐車場整備に要する経費として



第８回 熊本県議会 建設常任委員会会議記録（令和８年３月13日) 

 - 7 - 

８億2,400万円余、また、熊本県営八代運動

公園ほか３か所の都市公園における小規模な

整備に要する経費として4,400万円等を計上

しております。 

  次に、今回債務負担行為の設定をお願いし

ております。 

  18ページにお戻りください。 

 最下段の街路整備事業費でございますが、

都市計画道路南部幹線の前川に架かる橋梁上

部工工事について債務負担行為の設定をお願

いしております。 

 19ページ、お願いします。 

 ２段目の都市公園整備事業費でございます

が、県民運動公園屋内広場送風機他改修工事

について債務負担行為の設定をお願いしてお

ります。 

 都市計画課は以上です。 

 

○堤下水環境課長 下水環境課でございま

す。 

 下水環境課の会計は、一般会計と下水道事

業会計に分かれておりますので、まず、一般

会計から御説明いたします。 

 21ページをお願いします。 

 ４段目の一般廃棄物等対策費でございます

が、7,400万円余を計上しております。 

これは、浄化槽の設置補助を実施している

市町村に対し県が助成を行うもので、通常分

として天草市ほか41市町村分を、熊本地震関

連として西原村分を、令和２年７月豪雨関連

として球磨村ほか２市町分を計上しておりま

す。 

 22ページをお願いします。 

 ３段目の団体営農業集落排水事業費でござ

いますが、３億7,600万円余を計上しており

ます。 

また、７段目の漁業集落環境整備事業費と

して、3,000万円余を計上しております。 

これらは、市町村が実施する事業に対する

国からの交付金を一旦県が受け入れ、再交付

する間接補助に要する経費です。 

 23ページをお願いします。 

 ６段目の下水道事業会計繰出金でございま

すが、３億4,400万円余を計上しておりま

す。 

これは、下水道事業会計で借り入れた企業

債の元利償還に対し国から交付税が交付され

ますので、一旦一般会計で受け入れたものを

下水道事業会計へ繰り出すものです。 

  続きまして、下水道事業会計について御説

明いたします。 

 24ページをお願いします。 

 １段目の熊本北部流域下水道管理費でござ

いますが、減価償却費などを含め20億7,600

万円余を計上しております。 

これは、下水処理場を維持管理する指定管

理者への委託料などを計上するものです。 

  次に、５段目の熊本北部流域下水道建設費

でございますが、９億4,800万円余を計上し

ております。 

これは、処理場の耐震対策及び改築更新な

どに要する費用でございます。 

  25ページをお願いします。 

  １段目の球磨川上流流域下水道管理費でご

ざいますが、減価償却費などを含め５億

6,300万円余を計上しております。 

これは、下水処理場を維持管理する指定管

理者への委託料などを計上するものです。 

  次に、５段目の球磨川上流流域下水道建設

費でございますが、４億5,800万円余を計上

しております。 

これは、処理場の耐水化などに要する費用

でございます。 

  26ページをお願いします 

  １段目の八代北部流域下水道管理費でござ

いますが、減価償却費などを含め７億2,500

万円余を計上しております。 

これは、下水処理場を維持管理する指定管

理者への委託料などを計上するものです。 

  次に、５段目の八代北部流域下水道建設費
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でございますが、２億8,100万円余を計上し

ております。 

これは、処理場の耐水対策及び改築更新な

どに要する費用でございます。 

  27ページをお願いします。 

 １段目の熊本セミコン特定公共下水道建設

費でございますが、13億6,200万円余を計上

しております。 

これは、半導体工場の排水対策として実施

する新たな処理場の整備や用地買収などに要

する費用でございます。 

  次に、６段目の企業債償還金として４億

7,100万円余、７段目の支払利息として7,400

万円余を計上しております。 

これらは、令和８年度に償還する下水道事

業債の元金と利子でございます。 

 最後に、債務負担行為の設定をお願いして

おります。 

 24ページにお戻りください。 

 下から３段目、管路施設等の建設改良費で

ございますが、右側説明欄のとおり、熊本北

部浄化センターの遠方監視設備等改築工事な

どについて債務負担行為を設定しておりま

す。 

 25ページ、お願いします。 

 下から３段目の右側説明欄のとおり、球磨

川上流浄化センターの遠方監視設備改築更新

工事などについて債務負担行為を設定してお

ります。 

 26ページをお願いします。 

 下から２段目の右側説明欄のとおり、八代

北部浄化センターの遠方監視設備機能増設・

改修工事などについて債務負担行為を設定し

ております。 

 下水環境課は以上です。 

 

○工藤河川課長 河川課でございます。 

 29ページをお願いいたします。 

 まず、４段目の国直轄事業負担金でござい

ますが、43億600万円余を計上しておりま

す。 

これは、国が管理する一級河川白川ほか３

か所の河川改修事業や新たな流水型ダムの整

備等に対する県負担金でございます。 

 ６段目の河川海岸維持修繕費でございます

が、17億5,300万円余を計上しております。

 これは、河川、海岸管理施設の点検や維持

修繕に係る費用でございます。 

  下から２段目の河川掘削事業費でございま

すが、13億円を計上しております。 

これは、河川内に流入した堆積土砂の掘削

費用で、玉名市の境川ほか44か所の経費を計

上するものです。 

 30ページをお願いいたします。 

 ４段目の河川改修事業費でございますが、

25億3,000万円余を計上しております。 

これは、洪水、浸水対策に係る河川改修等

を行う費用で、八代市の大鞘川ほか27か所の

経費を計上するものです。 

 ５段目の堰堤改良費でございますが、３億

6,400万円余を計上しております。 

これは、ダム管理施設、設備の更新及び機

能向上を行うための費用で、水上村の市房ダ

ムほか４か所の経費を計上するものです。 

 ６段目の河川等災害関連事業費でございま

すが、10億5,000万円を計上しております。 

これは、災害復旧事業と併せて行う補助改

良復旧事業に要する費用で、令和２年災の佐

敷川水系及び令和７年災の県道囲砥用線ほか

１か所の経費を計上するものです。 

 ７段目の単県河川改良費でございますが、

42億2,200万円余を計上しております。 

これは、国の補助交付金事業の対象となら

ない河川整備で、流下能力不足解消の対応を

行う費用として、宇土市の網津川ほか59か所

の経費等を計上するものです。 

 下から２段目の単県ダム改良費でございま

すが、５億3,300万円余を計上しておりま

す。 

これは、ダム及び管理設備の機能回復のた
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めの補修を実施し、ダムの適切な管理を図る

ための費用で、市房ダムほか４か所の経費を

計上するものです。 

 また、ダム管理に支障を来す堆積土砂を排

除することで有効貯水容量を確保し、ダム機

能の維持を図るための費用で、市房ダムほか

５か所の経費を計上するものです。 

 最下段の単県河川等災害関連事業費でござ

いますが、21億4,800万円を計上しておりま

す。 

これは、令和７年８月豪雨等により被災し

た災害復旧事業に隣接する脆弱な区間の改

修、補強工事等に要する費用です。 

 次に、31ページをお願いいたします。 

 ４段目の海岸保全施設補修事業費でござい

ますが、３億5,900万円余を計上しておりま

す。 

これは、海岸保全施設の老朽化対策等を行

うための費用で、八代市の野崎海岸ほか２か

所の経費を計上するものです。 

 32ページをお願いいたします。 

 １段目の過年発生国庫補助災害復旧費でご

ざいますが、154億2,200万円余を計上してお

ります。 

これは、令和２年から令和７年に発生した

道路、河川等の公共土木施設補助災害の復旧

費用です。 

 ２段目の現年発生国庫補助災害復旧費でご

ざいますが、９億3,000万円余を計上してお

ります。 

これは、令和８年の公共土木施設災害の復

旧費用に係る待ち受け予算となります。 

 河川課は以上です。 

 

○田村港湾課長 港湾課でございます。 

 33ページをお願いします。 

 港湾課は、一般会計と港湾整備事業特別会

計、臨海工業用地造成事業特別会計に分かれ

ておりますので、まず、一般会計について御

説明します。 

 34ページ、４段目の国直轄事業負担金です

が、15億700万円余を計上しております。 

これは、八代港の土砂処分場と熊本港の耐

震強化岸壁の整備に伴う県負担金を計上する

ものです。 

 ５段目の港湾環境整備事業費ですが、12億

4,800万円を計上しております。 

これは、長洲港の土砂処分場の整備等に要

する経費を計上するものです。 

  ６段目の単県港湾整備事業費ですが、19億

5,800万円余を計上しております。 

これは、単県港湾維持浚渫事業として長洲

港ほか10か所における泊地や航路の維持しゅ

んせつ、単県港湾海岸危機管理対策事業とし

て天草市の大浦港海岸ほか３か所における海

岸保全施設の補修等に要する経費を計上する

ものです。 

 ７段目の港湾補修事業費ですが、９億

5,500万円余を計上しております。 

これは、港湾整備事業として八代港ほか９

か所における港湾施設の改良や補修などを、

臨港交通施設整備事業として本渡港における

連絡路の整備などに要する経費を計上するも

のです。 

 35ページをお願いします。 

 ５段目の港湾整備事業特別会計繰出金です

が、13億5,700万円余を計上しております。 

これは、港湾整備事業特別会計における起

債償還等に充てるため、一般会計からの繰出

金として計上するものです。 

  続きまして、36ページ、港湾整備事業特別

会計について御説明します。 

 ２段目の施設管理費ですが、７億6,700万

円余を計上しております。 

これは、施設管理諸費として各港の施設の

維持管理補修を、クルーズ船寄港対策事業と

してクルーズ船寄港時の警備などに要する経

費を計上するものです。 

 ５段目の県管理港湾施設整備事業費です

が、６億3,000万円を計上しております。 
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これは、八代港と熊本港において、コンテ

ナヤード拡張や埠頭用地造成など、港湾施設

整備に要する経費を計上するものです。 

  下から２段目の公債費計ですが、令和８年

度分の起債償還の元金と利子を合わせて18億

9,800万円余を計上しております。 

 37ページをお願いします。 

 続きまして、臨海工業用地造成事業特別会

計について御説明します。 

 ２段目の八代臨海工業用地造成事業費です

が、10億6,000万円余を計上しております。 

これは、八代臨海工業用地、加賀島の造成

等に要する経費を計上するものです。 

  また、債務負担行為の設定をお願いしてお

ります。 

 35ページにお戻りいただき、２段目の空港

管理費の表右側説明欄をお願いします。 

これは、天草空港改修事業において、航空

灯火のＬＥＤ化工事及び保安検査場の増築工

事に要する経費でございます。 

 港湾課は以上です。 

 

○橋口砂防課長 砂防課でございます。 

 39ページをお願いします。 

 ５段目の通常砂防事業費でございますが、

13億9,800万円余を計上しております。 

これは、熊本市の岩戸川ほか19か所と、令

和２年７月豪雨関連分としまして、山江村の

万江川ほか６か所において土石流防止のため

の砂防堰堤などの整備に要する費用でござい

ます。 

 ６段目の地すべり対策事業費でございます

が、２億2,900万円余を計上しております。 

これは、天草市の火の玉地区ほか６か所に

おいて、地滑りによる被害を防止、軽減する

ための地滑り防止施設の整備に要する費用で

ございます。 

 ７段目の急傾斜地崩壊対策事業費でござい

ますが、３億1,600万円余を計上しておりま

す。 

これは、玉名市の湯の浦地区ほか８か所に

おいて、崖崩れ防止のための擁壁などの整備

に要する費用でございます。 

 ８段目の単県砂防事業費でございますが、

３億2,100万円を計上しております。 

これは、阿蘇市の東岳川ほか５か所と、令

和２年７月豪雨関連分としまして、南小国町

の小田川において国の補助事業の対象となら

ない砂防施設の整備に要する費用でございま

す。 

 下から２段目の単県急傾斜地崩壊対策費で

ございますが、８億5,700万円余を計上して

おります。 

これは、水俣市の汐見町地区ほか35か所に

おいて国の補助事業の対象とならない急傾斜

地崩壊防止施設の整備に要する費用でござい

ます。 

 40ページ１段目の国直轄事業負担金でござ

いますが、８億4,300万円余を計上しており

ます。 

これは、川辺川流域と阿蘇山の直轄事業に

要する県負担金でございます。 

  ２段目の周辺障害防止対策事業費でござい

ますが、３億100万円余を計上しておりま

す。 

これは、大矢野原演習場における砂防堰堤

等の整備に要する費用でございます。 

 ３段目の砂防激甚災害対策特別緊急事業費

でございますが、６億3,800万円余を計上し

ております。 

これは、令和２年７月豪雨関連としまし

て、球磨村の小川ほか７か所で再度災害防止

のための砂防堰堤などの整備に要する費用で

ございます。 

 ４段目の火山砂防事業費でございますが、

９億6,100万円余を計上しております。 

これは、宇土市の宮の前川ほか19か所と、

令和２年７月豪雨関連分としまして、球磨村

の宮園において火山灰地質地域における砂防

堰堤などの整備に要する費用でございます。 
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 最下段の砂防設備等緊急改築事業費でござ

いますが、５億8,500万円余を計上しており

ます。 

これは、大津町の東山川ほか17か所で既設

の砂防施設の長寿命化と土石流からの安全性

を向上させるために、老朽化などにより機能

が低下した砂防堰堤などの改築に要する費用

でございます。 

  41ページ１段目の特定緊急砂防事業費でご

ざいますが、１億8,800万円余を計上してお

ります。 

これは、令和７年８月豪雨関連としまし

て、八代市の大谷川ほか２か所で土石流など

による再度災害の発生を防止するための砂防

施設の整備に要する費用でございます。 

 また、債務負担行為の設定をお願いしてお

ります。 

 40ページにお戻りください。 

 ２段目、周辺障害防止対策事業費の右側説

明欄を御覧ください。 

 山都町大矢野原演習場内の上鶴川における

砂防堰堤の整備に要する経費について債務負

担行為の設定をお願いしております。 

 砂防課は以上です。 

 

○佐澤建築課長 建築課でございます。 

 43ページをお願いいたします。 

 ４段目のくまもとアートポリス推進費です

が、900万円余を計上しております。 

これは、くまもとアートポリス事業の運営

及び広報等に要する経費でございます。 

 次に、６段目の建築基準行政費ですが、１

億3,000万円余を計上しております。 

これは、建築基準法に基づく検査、指導等

の事務に要する経費、大規模建築物の耐震化

など防災対策の推進に要する経費及び戸建て

木造住宅の耐震化の支援に要する経費等でご

ざいます。 

  次に、下から２段目の宅地開発対策費です

が、6,400万円余を計上しております。 

これは、都市計画法に基づく宅地開発許可

等の事務に要する経費、市町村が実施する宅

地耐震化推進事業の指導監督に要する経費、

既存盛土等の安全確保に向けた現状確認等に

要する経費及び令和７年８月豪雨で被災した

住宅の宅地復旧の支援に要する経費等でござ

います。 

 次に、最下段のがけ地近接等危険住宅移転

事業費ですが、1,300万円余を計上しており

ます。 

これは、崖地に近接するなど危険な住宅の

移転促進等に取り組む市町村への支援に要す

る経費及び危険地区である土砂災害特別警戒

区域内に居住する方の区域外への移転等の促

進に要する経費でございます。 

  建築課は以上です。 

 

○今福営繕課長 営繕課でございます。 

 45ページをお願いいたします。 

 ３段目の営繕管理費でございますが、６億

2,100万円余を計上しております。 

これは、県有施設の保全改修等に要する経

費で、受変電設備改修や防水改修工事などの

小規模な工事に関連するものでございます。 

  なお、新築工事や大規模な改修工事につい

ては、各施設の所管課が別途予算要求を行

い、各所管課から施工依頼を受けて営繕課で

工事を実施しております。 

 営繕課は以上です。 

 

○上野住宅課長 住宅課でございます。 

 47ページをお願いいたします。 

 ３段目の公営住宅維持管理費でございます

が、11億5,300万円余を計上しております。 

これは、公営住宅維持補修費として県営住

宅の指定管理委託料や住宅課が管理する普通

財産の維持管理に係る経費、管理事務費とし

て県営住宅が所在する市町村への交付金など

でございます。 

  最下段の公営住宅ストック総合改善事業費
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でございますが、７億6,100万円余を計上し

ております。 

これは、県営住宅を長期間有効に活用する

ため、外壁や住戸内の改修に要する経費でご

ざいます。 

  48ページ１段目の住宅マスタープラン推進

事業費でございますが、7,000万円余を計上

しております。 

これは、住宅政策の基本的な方針を定めた

県住宅マスタープランの改定に要する経費、

また、国土交通省による住生活月間中央イベ

ントが令和８年度に熊本で開催されることか

ら、これに合わせて、産学官連携により、熊

本住宅フェアを開催する経費などでございま

す。 

 ２段目の高齢者向け優良賃貸住宅供給促進

事業費でございますが、6,400万円余を計上

しております。 

これは、サービスつき高齢者向け住宅の整

備や住宅確保要配慮者向け賃貸住宅への改修

を行う民間事業者への補助等の経費でござい

ます。 

  住宅課は以上です。 

 

○工藤河川課長 河川課でございます。 

  49ページをお願いいたします。 

  第98号議案、権利の放棄でございます。 

  内容につきましては、50ページの概要によ

り御説明いたします。 

 １、放棄する権利でございますが、(1)か

ら(3)に記載しておりますとおり、平成24年

度に三松海事有限会社に請求しました海砂利

採取不当利得返還金について、(4)放棄する

金額等のとおり、1,687万1,845円及び返還金

に係る遅延損害金の請求権を放棄するもので

ございます。 

 ２、権利の放棄を行う理由としましては、

請求先の法人が事業を休止し、差し押さえる

財産がなく、今後回収の見込みがないためで

ございます。 

 県といたしましてはできる限りの債権回収

に努めてまいりましたが、代表者の死亡、ま

た、代表者の相続人も相続放棄となってお

り、時効の援用を行う者もいないことから今

後の回収が法的に不可能となり、今回債権の

放棄をお願いするものでございます。 

 河川課は以上です。 

 

○西山宗孝委員長 以上で執行部の説明が終

了しましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課、事業名を述べてからお願いしま

す。 

 質疑を受けた課は、課名を言って、着座の

まま説明をしてください。 

 質疑はありませんか。 

 

○斎藤陽子委員 すみません、質問させてい

ただきます。 

 ページ数は10ページになります。 

地域道路改築費のところなんですけれど

も、債務負担行為ということで、瀬田竜田

線、一昨年から工事に入っていただいており

ますけれども、この内容が、工事ということ

であれば場所をちょっと具体的にお伺いした

かったんですけれども、物件の移転というこ

とで御説明いただきましたので、この移転に

伴って交通を規制したりとか、道を通れなく

したりということは起きないということでよ

ろしいでしょうか。 

 

○大和道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 債務負担行為を設定させていただいており

ます瀬田竜田線、大津町は、吹田工区として

今バイパス整備を行っている区間でございま

して、その中に熊本空港関連の航空障害灯が

計画地内にあるということで、その航空障害

灯を移転するに当たりまして、これまで大阪
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航空局と協議を重ねてまいりまして、その協

議が調いまして、その移転を行うための移転

費用に債務負担行為設定をお願いしているも

のでございます。 

 ですので、工事は、これから移転工事はあ

りますけれども、一般の方の通行等には支障

ございませんし、円滑に移転を行うために負

担行為をお願いするものでございます。 

 以上でございます。 

 

○斎藤陽子委員 ありがとうございます。 

 工事は引き続きあるのかなと思うんですけ

れども、非常に交通量が多くなっていて渋滞

が発生します。一昨年からの工事において

は、住民への周知、それから通行される方へ

の周知が、迂回路が非常にないところになり

ますので、そこがちょっと不十分だったかな

と思ってまして、何か早めに周知していただ

く、もしくは迂回路ですとかそういったとこ

ろをきちっと通知していただくというのを、

市町村と連携して、ぜひちょっとお願いした

いなと思っておりますので、よろしくお願い

します。 

 以上です。 

 

○大和道路整備課長 ありがとうございま

す。 

 ただいま御指摘いただきましたことにつき

ましては、県北広域本部ともしっかりと連携

いたしまして、地元の皆様への周知徹底を図

ってまいりたいと思います。引き続きよろし

くお願いいたします。 

 

○西山宗孝委員長 いいですか。 

 ほかにありませんか。 

 

○本田雄三委員 御説明ありがとうございま

した。 

 ３ページの土木行政情報システム費のとこ

ろなんですけれども、入札関係のシステムの

開発等あるかと思いますが、システムの内

容、ソフト、ハードいろいろあるかと思うん

ですけれども、汎用品を使われた開発なの

か、行政に特化した、言うならば、セキュリ

ティー等を含め、かなり汎用品とは全然違う

システムなのかというのは御説明できますで

しょうか。 

 

○安田監理課長 詳しくはございませんが、

たしか汎用品を少しカスタマイズして使うん

じゃなかったかなというふうに思っておりま

す。 

 

○本田雄三委員 一般の業者の方も当然使わ

れるシステムと思いますので、維持管理がし

やすいようになるべく汎用品を使われたほう

が、言うならば、管理運営、費用も含めて効

率化ができるのではなかろうかと思いました

ので、可能であればそういうような部分、今

後も活用していただければと思っておりま

す。 

 以上です。 

 

○安田監理課長 おっしゃられましたとお

り、業者さん側も使われますので、今までの

システムは少しちょっと分かりにくい部分が

ございまして、発注側、それから受注者側、

そちら両方とも分かりやすいようなシステム

にしていきたいというふうに思っております

ので、汎用品を使いながら、それでやってい

きたいというふうに思っております。 

 

○西山宗孝委員長 御要望ということで。 

 

○本田雄三委員 はい。 

 

○西山宗孝委員長 ほかにありませんか。 

 

○吉永和世委員 先ほどの部長の最初の冒頭

の御挨拶の中でございましたけれども、建設
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産業の人材確保、育成、生産性向上、働き方

改革を推進してまいりますとございました

が、これは、多分技術管理課なのかなと思う

んですけれども、今、この人材確保という面

につきまして、若い方を確保するというのに

大変苦労されているというふうに聞いている

んですけれども、そういった面で、県ではど

ういったことを実際やられているのかなとい

うのを、ちょっとそれをお答えいただければ

と思います。 

 

○弓削土木技術管理課長 質問ありがとうご

ざいます。 

 建設業界に就職したいとか、また、離職せ

ずに働き続けたいと思っていただけるような

職場環境の整備が必要不可欠だというふうに

考えております。 

 県では、働き方改革につながる環境整備の

ために、週休２日試行工事であるとか、ＩＣ

Ｔ活用工事、試行ですけれども、こういうも

のを実施しております。 

 実施に当たりましては、週休２日を考慮し

た工期設定であるとか、ＩＣＴ建設機械での

施工を想定した積算を行いながら、受注者が

積極的に取り組めるような環境整備を今行っ

ているところでございます。 

 今後とも、建設業界の意見を聴きながら、

働き方改革については、さらなる推進を図っ

てまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

 

○吉永和世委員 災害があったときとか、や

っぱり初動とか、あるいはその後の復旧、復

興に当たって、やっぱり建設産業は非常に大

事なものだというふうに思っておりますの

で、この人材の確保、また、育成、非常に大

事だと思いますので、引き続きしっかりと対

応いただきますようによろしくお願いしたい

と思います。 

 以上です。 

 

○西山宗孝委員長 ほかにありませんか。 

 

○坂田孝志委員 土木部長、ちょっと総括的

に。 

 Ｒ７の繰越しが1,300億でしたかね。そし

て、この前の先議が200億か300億か、200ち

ょっとだったかな。そして、今度の当初、投

資的経費980億、1,000億近くですな。また、

特別会計が、また、100何十億になるから、

合わせますと2,500～2,600ぐらいになるんで

すかね。非常に大きな予算であるし、本当に

大変だろうと思うんですが、どのようにして

この新年度執行していく予定なのか、何かお

考えは持ち合わせておられるかどうか、ちょ

っとお伺いしたいなと思ってですね。 

 

○菰田土木部長  御意見ありがとうございま

す。 

  １月の臨時会、また、先議の分での補正予

算、で、今回の令和８年度の当初予算等含め

まして、委員お話ありましたように、非常に

膨大なというか、非常に大きな予算額が土木

部のほうにはあるような状況でございます。 

 もう御存じのように、これまで大きな災害

が繰り返し、ある程度の周期じゃないですけ

れども、繰り返し行われている状況、加え

て、防災・減災、国土強靱化といった予算等

々、また、通常のプロパー事業、そういうも

のを考えてみたとき、そういった中で、先ほ

どありましたように、働き方改革等々もござ

います。非常に職員については御負担をかけ

ているというような状況、加えて、業界につ

いてもいろいろ御負担をかけているようなお

話でございます。 

 もう我々としましては、与えられた環境の

中でやはり事業進捗を図っていく必要はあり

ます。加えて、進捗管理をしながら、職員の

健康、業界の健全な経営体の在り方等も踏ま

えて、現場での作業もできるだけ平準化する
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ような取組をしていきたいというふうに考え

ているところでございまして、いわゆる繰越

額が大きくなっているところで、できるだけ

事故繰りを発生しないような形で、明許繰越

額を減らせるような取組を各課、また、出先

機関踏まえまして、やっていきたいと思って

おります。 

 出先機関含めて、大体四半期ごとに、所属

長を交えた会議等も開催しているところでご

ざいます。その中では、発注状況や繰越しの

進捗状況についても、振興局からの御意見も

いただきながらやっております。加えて、監

理課を中心として、各建設業界の支部等との

意見交換もやらせていただいているところで

ございます。 

 そういった中で、なかなか一朝一夕には進

まないような状況ではございますけれども、

一生懸命やって本県の社会資本整備の推進に

頑張っていきたいと思いますので、引き続き

よろしくお願いしたいと思います。ありがと

うございます。 

 

○坂田孝志委員 お話ありましたように、本

当に大変な御苦労が多いかと思います。吉永

先生もおっしゃられたように、やっぱり人材

確保、働き方も必要ですから、やっぱり全体

数の職員の減ということありますけれども、

いろいろ社会情勢考えたとき、やっぱりそこ

の人材確保しながら、職員数も人事課あたり

と話しながら、やっぱり出先、あるいは本

庁、確保するその努力、そういうのを必要と

思います。 

 それと、やはり民間活力、特に、工事に入

る前の測量や設計や積算やいろいろあるでし

ょうが、コンサルがいっぱいいますよね。こ

の課でするのが一番なんですけれども、なか

なか手の届かないところ、そういうところを

フルに活用しながら、それから用地ですよ

ね、用地。やはりこれだけ潤沢にといいます

か、大きな予算があるときに、直行予算もそ

うでしょうけれども、やっぱり用地をこの際

確保しておくということは、工事の進捗が大

きく進むことであろうと思いますから、やっ

ぱりそういう用地先行取得は大事だと思うん

ですね。 

 そういうのも、この分類というんでしょう

かね、振り分けも考えてやっていただく。あ

るいは、この前もお話ししたかな。安田さん

がこっちばかり見てますが、やはり大きな請

負業者、大きなところ、真ん中どころ、小さ

いところもあるが、やっぱりそれぞれの役割

を果たしていただいて、発注標準のこと、こ

れあり、いろいろやっぱりそういうことを多

角的に検討されながら、やはり与えられた、

あるいは確保した予算を着実に、誠実に執行

できるように頑張っていただきたいなと感じ

ますが、いかがでしょうかね。 

 

○菰田土木部長 御意見ありがとうございま

す。 

 まず、職員の人材確保につきましては、我

々もリクルート活動を一生懸命やらせていた

だいております。少子高齢化というのもござ

いまして、非常に業界のほうもリクルート活

動なさっていますので、競合する部分もござ

います。 

 我々、隣接県に接したというか、そういう

ところの振興局においては、各振興局の土木

部長を中心に、例えば、福岡や長崎、鹿児島

とかの高校等にも活動していただくよう要請

しておりますし、職員の出身校のところに、

若手の職員がちょっとお話をし、意見交換す

るというようなところもございます。加え

て、実際入られた職員さんのケアというか、

配慮も並行してやらなければいけないという

ふうに思っているところではございます。 

 その成果というものは、なかなか数字的に

厳しい面もございますけれども、そういうと

ころで、できるだけ働きやすい環境をしなが

ら、職員を確保していきたいというふうに思
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っているところはございます。 

 御意見ございました民間活力の話でござい

ますけれども、今、県内コンサルタントの協

会さんの御協力もいただきながら、発注支援

業務あたりも取り組んでいただいておりまし

て、各地域振興局に入っていただいたりと

か、また、監督業務を行っていただいたりと

いうようなところで、役割分担でできるだけ

そういうノウハウを活用できるところは活用

したいというふうに思っているところで、一

生懸命やらせていただいているところでござ

います。 

 加えて、用地ストックの件につきまして

も、毎年度、用地対策課を中心に、各事業で

どれぐらいのストック状況があるのかという

ところで、用地がないことには事業も進まな

い、整備も進まないというようなところでご

ざいますので、そういったところの努力は連

携してやらせていただいているところでござ

います。 

 いろんなあらゆる手だてを考えながら、事

業の推進と、先ほどから出てます働き方改革

で働きやすい環境も踏まえて、そういう柔軟

に対応していく必要があるかと思いますけれ

ども、いろいろ努力して取り組んでいきたい

と思っております。ありがとうございます。 

 

○坂田孝志委員 いろいろ考えを模索しなが

らやっていかなきゃならぬ。 

 ちょっと思ったけれども、人材のことで、

新卒の大卒とか、そういう高卒とか、新卒以

外にですね、あれは、途中から入れると何と

言うんですか、実際建設会社に勤務して、そ

ういう経験がある人を職員として採用するケ

ースもあるんでしょう。ああいうのは枠があ

るんですか、ああいうのをもっと広げると

か、何かこの前来たのが途中で辞めちゃった

けれども、違う方向に行ったのがいるようで

すけれども、そういうやっぱり民間で資格を

持っている方ですかな、そういうのはやっぱ

りそれだけの能力がある方ですから、やっぱ

りそういうのを採用するのが出てますよね。

そういう枠をもっと増やす、そんなことはど

うなんですかね。限られているんですか、そ

こは。押さえられとるんですか。 

 

○安田監理課長 監理課でございます。 

 委員おっしゃられたとおり、民間の経験者

の枠というのはございます。我々も、第１案

は大学卒業、それから高校卒業の工業高校等

々で回していくんですけれども、民間活力の

枠につきましては、そんなに多くは今のとこ

ろはありません。そういったところの活用も

踏まえて、新卒がなかなか採れないというこ

ともございますので、人事当局とも話をさせ

ていただきながら、今後どういった方向に行

ったほうがいいのかというようなところを考

えていきたいというふうには思っております

ので、よろしくお願い申し上げます。 

 

○坂田孝志委員 様々なことを申し上げまし

たが、あらゆる手だてを模索されながら、皆

さん方の知恵を出し合って、社会資本整備、

インフラ整備に頑張っていただきたいなと願

うところであります。しっかり頑張ってくだ

さい。 

 御苦労でございます。 

 

○西山宗孝委員長 ほかにありませんか。質

疑ありませんか。 

 

○吉永和世委員 18ページ、都市計画課、一

番最下段ですけれども、マイナス16億4,800

万、これは、前年度に比べてマイナスってこ

となんですけれども、この南部幹線の整備等

を撤退しても影響がないのかとちょっと心配

するところなんですけれども、その点はいか

がなんでしょうか。 

 

○高橋都市計画課長 都市計画課です。 
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 まず、予算の減少、約16億円につきまして

は、今月20日に開通予定しております益城中

央線の４車線化事業が完了したことが主な要

因となっております。 

 これにつきましては、また改めて皆様には

御礼申し上げるところでございますけれど

も、街路事業の代表路線でございます八代市

の南部幹線の橋梁工事につきましては、３本

の橋梁工事のうち２本が完成し、残り１本も

発注を終えているところです。一部上部工工

事も今年既に発注しておりますし、これにつ

いても着実に工事を進めてまいりたいと考え

ています。 

 今後も、国の経済対策などを活用しなが

ら、早期の全線開通を目指して取り組んでま

いると考えています。 

 一方、荒尾市の事業地の万田下井手線につ

きましても、国の事業認可を変更し、用地買

収や工事着手に着実に事業を進めているとこ

ろでございます。 

 今後とも、各委員の皆様の御指導、御協力

を賜りますようよろしく申し上げます。 

 

○吉永和世委員 心配ないということで。 

――続けていいですか。 

 道路保全課になるのかな。穴ぼことか……

(｢13ページ」と呼ぶ者あり)今年度ですか

ね、よく穴ぼこ等で何か管理瑕疵の報告等が

いっぱいあったんですけれども、あったのは

いいんですけれども、やっぱり未然防止とい

うのが非常に大事だというふうに思うんです

けれども、その対策と今後予算措置について

どういう状況にあるのか、ちょっと教えてい

ただければと思います。 

 

○谷水道路保全課長 道路保全課でございま

す。 

 御指摘のとおり、今年度、特に、穴ぼこで

すとか、支障木等の樹木に関するような事故

が多くなっているような傾向がございまし

て、私どもといたしましても、管理瑕疵の未

然防止については問題意識を強く持っている

ところでございます。 

 大前提として、基本的なところであります

けれども、道路パトロールの質的な向上を図

って、道路管理者の別に関係なく道路の異常

通報できる制度、いわゆる道路緊急ダイヤル

シャープ9910というやつですけれども、こう

いったものについて、県民へのさらなる周知

徹底、で、早期発見に最大限注力するという

こと。そして、異常を認知したら速やかに補

修等を行う、確実に講じるということを、も

うこれもしっかり大前提として徹底していき

たいというふうに考えております。 

 それと、お尋ねありました予算についてな

んですけれども、道路パトロールですとか道

路施設の修繕、補修等を行う、いわゆる単県

道路修繕費におきまして、必要な事業予算を

計上させていただいているところでございま

す。 

 あわせまして、舗装、補修、防災施設の補

修更新ですとか、あるいは交通安全事業等々

の予算も活用いたしまして、計画的に、体系

的に道路整備を行っていくということでも管

理瑕疵の未然防止につながっていくというふ

うに考えておりますので、あわせて、しっか

り取り組んでいきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

 

○吉永和世委員 ありがとうございます。 

 このパトロールの質の向上というのは非常

に大事かなというふうに思います。 

 最近ちょっと何か低下しているんじゃない

かって話もちょっと聞いたりするときがござ

います。何かただ回っていればいいんじゃな

いかって、時間潰ししながらとか、何かそん

なのを見ている人たちがそういうふうに受け

取っている部分があるようです、実際。 

 ですから、先ほど言われた質の向上、しっ
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かりとやっていただいて、即それを対策に結

びつけるような感じで、ぜひしっかりとやっ

ていただければと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

 

○西山宗孝委員長 よろしいですか。 

 

○吉永和世委員 はい。 

 

○西山宗孝委員長 ほかにありませんか。 

 

○坂田孝志委員 建築課長、耐震対策でござ

いますが、耐震診断あるいは耐震対策、どの

ような進捗状況ですか。 

 それと、この43ページのこの目の建築基準

行政費の中に含まれるんですか。耐震対策費

とか何かそういうふうな目は設けなくてよろ

しいんですか。そのほうが県民に対する県と

してのアピール度というか、取り組んでいる

なというのはお分かりいただけるんじゃない

のかなと感じたんですが、これにひっくるめ

てあるんですか、ちょっとそこを教えてくだ

さい。 

 

○佐澤建築課長 今御質問いただきました耐

震対策の関係ですけれども、まず最初に、予

算の項目のほうの説明をさせていただきます

と、議員おっしゃるように、建築基準行政

費、この中に含めて今回表示をしておりま

す。その中で、１億3,000万余を計上してお

りますけれども、この中の7,600万円余が戸

建て住宅の耐震改修の補助に関する費用でご

ざいます。 

 これは、前年度比でいきますと、若干

2,000万ほど減という状況が、実際予算的に

はそういう状況です。 

  ただ、昨年、令和６年度と今年度、令和７

年度の取組結果を比較しますと、耐震診断に

つきましては、倍の件数の診断が寄せられて

おります。令和６年度の実績が約220件程度

の耐震診断の補助実績だったんですけれど

も、令和７年度は400件、診断が実施されて

おります。 

 その後に改修となりますけれども、耐震改

修につきましては、令和６年度に対しまして

令和７年度が1.5倍の数ということで、かな

り市町村の皆さんも協力をしていただきまし

て周知に努めて、そして、補助制度を拡充し

たというのは、認知度が上がって、それで件

数も利用者数も増えているという実態はござ

います。 

 ただ、予算的に若干減っていますのが、最

初が、かなり規模を大きく、また、１件当た

りの予算を大きく取っておりました。実際に

やってみますと、満額使うというところだけ

ではなくて、若干少ない予算といったところ

もありましたので、そういった実態を踏まえ

まして、１件当たりの金額、こちらを見直し

て、若干今年度の実績を踏まえて来年度の予

定、もう市町村にいろいろお話が来ておりま

すので、そういったところも含めましたとこ

ろで、今年度、実績に若干プラスぐらいのと

ころで今設定をしているといったところで、

大きく後退したわけではございません。さら

に前進させるといったところで予算は考えて

おりますけれども、金額的には若干減ってい

るといった状況でございます。 

 

○坂田孝志委員 今御説明ありましたよう

に、耐震診断がほぼ倍ぐらいやっていくと。

耐震改修のほうが1.5倍ぐらいになってい

る。そういうところからいくと、予算的に

は、８年は増えるのかなというふうな考え方

を持ちますよね。今いろいろ何だかんやおっ

しゃったが、そういうマイナス2,000万とい

うのを、これは、こんな言い方するのはあん

まりよくないんだけれども、それが見えない

ように、建築基準行政ってひっくるめてこう

やったんですかね。耐震対策費という目は必

要じゃないんですか。そのほうが、直接的に
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やるのは市町村ですけれども、県もこれだけ

応援しているんだと。 

  ちょうど今年は熊本地震から10年目になり

ますけれども、ほかの地震も起きそうな、Ｓ

ランクだとか、そういうのもありますし、大

きなあちこちでも起きている、それに対して

の県の姿勢ということからすれば、耐震対策

費という目をちゃんと設けて、これだけ市町

村を応援しながらやっているという、そうい

う大きなアピール度というか、それは必要じ

ゃないんでしょうかね。前のやつは忘れまし

たけれども、前は目はなかったんですか。 

 

○佐澤建築課長 もともとこの予算の資料に

つきましては、通常の住宅だけではなくて、

大規模な建築物に対する耐震、改修の補助、

そういったところもございまして、そういっ

たのをまとめてこの建築基準行政費の中でこ

れまでも計上していたといった関係で、戸建

て木造の耐震化も併せてこちらに入れたとい

ったところでございまして、委員おっしゃる

とおり、対外的にアピールという観点からい

くと、ちょっと埋もれてしまって見えにくい

というのは確かにそうかなというふうには思

っております。 

 ただ、今年度、耐震改修促進計画の見直し

を、後ほど御報告させていただきますけれど

も、見直しを行っておりますので、そちらの

ほうをしっかりと公表して進めていくと。そ

ういったところと併せて、今現在の耐震の施

策についても、広く周知を図ってしっかり伝

わるように、利用していただけるようにとい

うことで努めていきたいとは思っておりま

す。 

 以上です。 

 

○安田監理課長 監理課でございます。 

 アピールというお話もございましたので、

款項目、いわゆる予算の科目、それから何々

費というか、この建築指導費の下に何々費と

いうのがずらっと並んではおりますので、そ

ういったところを今委員の御指摘も踏まえて

少し検討させていただければというふうに思

います。 

 以上です。 

 

○坂田孝志委員 ちょうど真ん前ですな、折

田局長おられるが、この方のときに設けられ

た予算だけん。いや本当にですよ。そういう

のあるってことは、市町村がですね、熱心な

市町村もあるけれども、まあそこそこのとこ

ろもあるようですから、やっぱり災害が多い

県でありますから対策が必要であろうかと思

いますから、今おっしゃられたような、いろ

いろ工夫されてやってください。お願いしと

きます。 

 

○折田建築住宅局長 ありがとうございま

す。 

 この事業については、坂田委員からの御指

摘あったように、非常に私も思い入れが深い

事業でございます。しっかりと、建築課長も

申し上げたとおり、もう県民一人一人に重々

浸透するように頑張っていきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。ありがと

うございます。 

 

○西山宗孝委員長 ほかにありませんか。 

――なければ、以上で質疑を終了します。 

 それでは、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第46号、第51号から53号ま

で、第62号及び第98号について、一括して採

決をしたいと思いますが、御異議ありません

か。 

   (｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○西山宗孝委員長 御異議なしと認め、一括

して採決をします。 

 議案第46号外５件について、原案のとおり

可決することに御異議ありませんか。 

   (｢異議なし」と呼ぶ者あり) 
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 ○西山宗孝委員長 御異議なしと認めま

す。よって、議案第46号外５件は、原案のと

おり可決することに決定いたしました。 

 次に、閉会中の継続審査についてお諮りを

します。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることにつ

いてよろしいでしょうか。 

  （「はい、お願いします」と呼ぶ者あり) 

○西山宗孝委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申出が10件あっておりま

すので、まず、報告について、執行部の説明

を求めた後、一括して質疑を受けたいと思い

ます。 

 それでは、順次報告をお願いします。 

 

○高橋都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 資料の報告事項１をお願いいたします。 

 復興まちづくりの進捗状況について御報告

いたします。 

 初めに、平成28年熊本地震関連の益城町に

おける復興まちづくりの取組といたしまし

て、①の熊本高森線の４車線化事業について

御説明いたします。 

 ２月の知事定例記者会見において発表があ

りましたとおり、今年３月20日の午前８時に

益城町惣領から寺迫間の約2.2キロで供用を

開始します。これにより、事業計画区間約

3.8キロの全線で供用が完了することになり

ます。 

 また、熊本地震から10年目という大きな節

目を前に全線での供用開始を迎えることを記

念し、同日、式典の開催を予定しておりま

す。 

 裏面を御覧ください。 

 ②の益城中央被災市街地復興土地区画整理

事業について御説明いたします。 

 まず、現在の状況としましては、全484画

地の仮換地指定が令和７年３月までに全て完

了しております。そして、これまでに造成や

補償の協議が調いました約８割の画地におい

て土地造成工事に着手しており、約６割の画

地において権利者への引渡しを完了しており

ます。 

 今後の予定としましては、令和９年度の全

ての宅地引渡し完了に向けて、引き続き計画

的に事業を推進してまいります。 

 次に、令和２年７月豪雨関連の人吉市にお

ける復興まちづくりへの取組としまして、③

青井被災市街地復興土地区画整理事業につい

て御説明いたします。 

 まず、現在の状況といたしましては、全

107画地の仮換地指定が令和６年11月末まで

に全て完了しております。そして、これまで

に造成や補償の協議が調いました約９割の画

地において宅地造成工事に着手しており、約

１割の画地において権利者への引渡しを完了

しております。 

 今後の予定としましては、令和10年度の事

業完了に向けて、引き続き計画的に事業を推

進してまいります。 

 都市計画課は以上です。 

 

○堤下水環境課長 下水環境課でございま

す。 

 報告事項２をお願いします。 

 県の下水道事業における官民連携の検討に

ついて御報告します。 

 本件は、昨年12月の建設常任委員会で報告

し、今議会での代表質問で取り上げられまし

たが、本委員会において検討状況を報告する

ものです。 

 １の本県における下水道事業の課題及び２

の国の方針につきましては、前回説明してお

りますので、説明を省略させていただきま

す。 

 ３の県の取組ですが、１の下水道事業の課
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題に対応するため、そして、２の国の方針を

踏まえ、本県下水道事業においても、官民連

携方式の導入について検討を行っているとこ

ろです。 

 今年度は、事業に対する関心等を把握する

ため、昨年11月から12月にかけて、下水処理

に関連する企業や指定管理者などを対象に、

官民連携に対するアンケートを実施しまし

た。 

 ４の結果についてですが、49社から回答が

ありました。 

 (1)の①事業への関心につきましては、関

心ありが24社、関心はあるが課題等があるが

19社となっております。 

 次に、②関心がある連携方式については、

コンセッションが13社となっております。 

 裏面をお願いします。 

 (2)民間企業からの主な意見についてです

が、事業スキームについては、民間企業の参

入についての意見など、事業に対する様々な

意見を伺うことができました。 

 ５の今後のスケジュールですが、３月末に

民間市場調査結果をホームページのほうで公

表するとともに、これらを踏まえ、複数の事

業スキーム案を策定いたします。 

 また、４月以降は、事業スキームについ

て、さらに検討を深めるとともに、関係者と

意見交換を行い、地元企業の参画機会の確保

に向け検討を進めてまいります。 

 続いて、報告事項３をお願いします。 

 熊本県下水道事業経営戦略の改定について

です。 

 現在、県は、３つの流域下水道に関して下

水道事業会計を設置し、事業を進めておりま

す。 

 まず、経営戦略とは、下水道事業などの公

営企業が将来にわたって安定的に事業を継続

していくための中長期的な基本計画です。 

 １、改定の目的ですが、下水道事業では、

経営戦略を令和３年３月に策定しており、策

定後５年以内の改定を国から求められている

ことから、改めて10年間の計画を策定するも

のです。 

 主な改定事項としては、人口予測を踏まえ

た流入水量の予測を基に、投資・財政計画な

どを時点修正するとともに、熊本セミコン特

定公共下水道を令和６年度に事業化したこと

から、名称を熊本県下水道事業経営戦略に変

更しております。 

 ２の熊本県下水道事業経営戦略についての

(1)経営の方針につきましては、現戦略の方

針を踏襲することとしておりますが、経営管

理に官民連携のさらなる推進を追加しており

ます。 

 ２ページをお願いします。 

 (2)投資・財政計画ですが、１つ目のポ

ツ、収入の算定基礎となる流域下水道の流入

水量につきましては、オレンジ色の折れ線グ

ラフで示しておりますとおり、この先10年

間、ほぼ横ばいで推移する見込みとなってお

ります。 

 ２つ目のポツで、収入、支出の推移につき

まして、オレンジ色の棒グラフは収入を示し

ており、主に市町村からの負担金となってご

ざいます。青の棒グラフは支出を示してお

り、指定管理者への委託料などの維持管理経

費などとなっております。 

 今後の物価上昇等による増加を見込んでお

りますが、収入と支出の均衡を図る計画とし

ております。 

 ３つ目のポツで、建設改良費の推移につき

ましては、緑色の棒グラフで示しております

が、ストックマネジメント計画に基づき、計

画的に設備更新することとしております。こ

の経営戦略を基に、将来にわたって安定的に

事業を運営してまいりたいと考えておりま

す。 

 なお、改定した経営戦略は、県のホームペ

ージで公開いたしたいと思っております。 

 下水環境課は以上です。 



第８回 熊本県議会 建設常任委員会会議記録（令和８年３月13日) 

 - 22 - 

 

○田村港湾課長 港湾課でございます。 

 報告事項４をお願いします。 

 熊本県港湾整備事業経営戦略の改定につい

てです。 

 現在、県は、県管理の18港湾に関しまして

特別会計を設置し、事業を進めております。 

 １の改定の目的ですが、報告事項３と同じ

く安定的な経営の確立と経営改革の持続的な

実施のために、国の要請に基づき、改めて10

年間の計画を策定するものです。 

 主な改定事項としましては、整備・使用実

績を基にした投資・財政計画等の時点修正と

なります。 

 ２の熊本県港湾整備事業経営戦略の(1)経

営の方針は、現戦略の方針を踏襲することと

しております。 

 裏面の２ページをお願いいたします。 

 (2)投資・財政計画(収支計画)は、収支が

均衡した計画とし、収入と支出の推移は棒グ

ラフで示しております。ピンク色の棒グラフ

は収入を示しており、施設使用料や地方債な

どとなります。水色の棒グラフは支出を示し

ており、維持管理経費や建設改良費、地方債

の償還などです。過去の投資に関わる起債償

還が今後収束する見込みですので、グラフの

とおり収支総額は減少の見込みとなります。 

 港湾施設の整備費用は、現在整備を進めて

いるものを見込んでおり、それ以外の整備

は、今後新たな整備が具体化したときに反映

いたします。 

 この戦略を基に、将来にわたって安定的に

事業を運営してまいります。 

 なお、改定しました経営戦略は、県ホーム

ページで公開いたします。 

 報告事項４は以上です。 

 引き続き、報告事項５をお願いいたしま

す。 

 熊本県臨海工業用地造成事業経営戦略の改

定についてです。 

 現在、県は、３つの臨海工業用地に関しま

して特別会計を設置し、事業を進めておりま

す。 

 １の改定の目的ですが、前の報告事項と同

じく、国の要請に基づきまして、改めて10年

間の計画を策定するものです。 

 主な改定事項としましては、造成、分譲実

績を基にした投資・財政計画等の時点修正と

なります。 

 ２の熊本県臨海工業用地造成事業経営戦略

についての(1)経営戦略の方針は、同じく現

戦略の方針を踏襲することとしております。 

 裏面の２ページをお願いいたします。 

 (2)投資・財政計画(収支計画)は、収支が

黒字となる計画です。 

 収入と支出の推移を棒グラフで示しており

ます。ピンク色の棒グラフは収入を示してお

り、土地売却収入や土地の貸付料、繰越金、

県債です。当年度の繰越金は、翌年度の収入

に含まれております。青色の棒グラフは支出

を示しておりまして、臨海工業用地の造成

費、維持管理費、起債償還などとなります。 

 計画期間中の収入としましては、八代港加

賀島工業用地、熊本港第２次分譲地の売却な

ど、支出としましては、同じく八代港加賀島

工業用地、熊本港第２次分譲地の造成費用等

を見込んでおります。 

 この経営戦略を基に、将来にわたって安定

的に事業を運営してまいります。 

 改定しました経営戦略は、県ホームページ

で公開いたします。 

 港湾課は以上です。 

 

○工藤河川課長 河川課でございます。 

 報告事項６をお願いいたします。 

 令和７年８月豪雨を踏まえた浸水被害を軽

減する対策案について御報告いたします。 

 なお、本件につきましては、本日の農林水

産常任委員会でも同様に御報告いたします。 

 まず、上段、１の豪雨の概要ですが、令和
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７年８月豪雨では、線状降水帯の発生によ

り、県内５つの観測所において、観測開始以

来最高となる最大１時間雨量を記録しまし

た。また、大潮の満潮時と重なったことで、

河川の流下や排水機場等の排水に影響が生

じ、沿岸部や市街地等の低平地では、家屋浸

水や車の水没など甚大な被害が発生しまし

た。 

 次に、右の２の検討会の概要ですが、今回

のような豪雨に対して、地域特性を踏まえ

て、関係者が連携して取り組むことが不可欠

であると考え、土木部と農林水産部が市町村

とともに浸水被害軽減に向けた対策を検討す

る、令和７年８月の大雨による浸水被害に関

する検討会を設置しました。これまでに検討

会を３回開催し、学識者への意見聴取も行っ

た上で、浸水被害を軽減する各対策案や事業

主体、ロードマップについて議論したところ

です。 

 次に、下段、３の主な課題及び対策の概要

ですが、これまでの検討会での議論を踏まえ

た中上流部、沿岸部などの低平地、市街地部

の３つの地域におけるそれぞれの地域特性を

踏まえた課題と対策になります。 

 主なものについて御説明させていただきま

す。 

 最初に、左上の共通ですが、３つの地域全

てに共通する課題と対策になりますが、８月

豪雨のような記録的な大雨には、上から２つ

目の丸、気候変動への対応という課題を踏ま

え、気候変動を考慮した河川整備基本方針及

び河川整備計画の策定変更が必要になりま

す。 

 また、上から３つ目の丸、河川整備の加速

化という課題を踏まえ、河川整備計画に基づ

く環境に配慮した河道掘削や河道整備が必要

になります。 

 次に、右の中上流部では、上から１つ目の

丸、洪水調節施設等の整備、活用という課題

を踏まえ、遊水地の整備及びダムにおける事

前放流の推進等の対策が必要になります。 

 次に、左下の沿岸部(低平地)では、上から

２つ目の丸、農業用の排水機場の浸水対策と

いう課題を踏まえ、施設の高所化、耐水化が

必要になります。 

 次に、右下の市街地部では、上から２つ目

の丸、内水による浸水リスクの把握という課

題を踏まえ、浸水被害の可能性がある地域の

避難行動を促す内水被害のリスク情報の周知

が必要になります。 

 また、上から５つ目の丸、都市化による雨

水流出量の増大という課題を踏まえ、調整池

の有効活用、雨水貯留施設の設置が必要にな

ります。 

 最後に、右の４、今後の予定ですが、今

後、対策案について、改めて学識者に意見聴

取し、３月18日に予定します第４回検討会で

対策を取りまとめ、今年の出水期までに各流

域治水プロジェクトへ反映する予定としてい

ます。 

 これらの対策を関係者が協働して実施する

ことで、浸水被害の軽減につなげてまいりた

いと考えております。 

 報告６は、以上になります。 

 引き続きまして、右上に報告事項７と記載

の資料をお願いいたします。 

 一般財団法人白川水源地域対策基金につい

て御報告いたします。 

 まず、上段、四角囲みの報告の概要です

が、例年、９月議会において、経営状況を説

明する書類により報告を行っております一般

財団法人白川水源地域対策基金につきまし

て、令和７年度の事業をもって基金事業が完

了することから、令和８年度に法人の解散及

び清算手続を開始することの報告となりま

す。 

 具体的に、以下で御説明いたします。 

 まず、１の法人の概要ですが、当法人は、

平成５年３月に設立していますが、阿蘇立野

ダムが水源地域対策特別措置法に基づく支援
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基準を満たさなかったことから、南阿蘇村に

対し、水没関係地域の振興に必要な措置に対

する資金の交付等を行うため、県及び下流受

益自治体３市町、熊本市、大津町、菊陽町で

設立された法人です。 

 次に、２の事業内容についてです。 

 南阿蘇村から提出された要望を基に、南阿

蘇村地域整備計画として、国、県、南阿蘇村

が実施する合計32事業、総額約100億円の計

画が策定されています。このうち、南阿蘇村

が実施するダム周辺の道路、公園、集会施設

などの15事業、26億円に対し、法人が10億円

を交付し、支援するものです。 

  次に、３の支援状況ですが、裏面の表で御

説明いたします。 

 この表は、南阿蘇村地域整備計画のうち、

基金対象事業である南阿蘇村が実施する15事

業の一覧になります。 

 黄色着色の多目的広場整備事業の令和７年

度の完了をもって基金支援対策事業が終了と

なります。 

 なお、黄色着色の多目的広場以外の11事業

は、当法人からの支援金を活用し、令和６年

度までに完了しています。 

 表面をお願いいたします。 

 次に、４、今後についてですが、令和８年

４月から解散に係る手続に着手し、令和８年

７月の法務局への解散登記により法人事業が

終了、その後、清算事務を進め、令和９年２

月に清算結了により法人格が消滅、法務局へ

の清算結了登記等を行い、清算事務を終える

予定となっております。 

 報告７は以上です。 

 引き続きまして、右上に報告事項８と記載

の資料をお願いいたします。 

 本件につきましては、昨日の総務常任委員

会でも同様に御報告いたしております。 

 まず「緑の流域治水」の主な取組状況の

(1)新たな流水型ダムの事業の方向性・進捗

を確認する仕組みについてです。 

 昨年12月20日に、令和６年度以来１年ぶり

となる第４回会議を開催しました。会議で

は、新たな流水型ダムの事業の進捗や環境保

全措置の具体的な取組、球磨川流域の森林の

整備、保全等について、国、県の説明と有識

者の解説を行い、流域住民の皆様と確認いた

しました。 

 会議の内容等は、県ホームページに掲載す

るとともに、２月21日に熊本日日新聞、人吉

新聞で広報を実施し、広く県民の皆様に周知

しております。 

 次に、(2)環境保全対策アドバイザリー会

議についてです。 

 この会議は、今後取り組んでいく流水型ダ

ムの環境保全措置等について、有識者から助

言をいただき、実際の取組に反映していくも

のです。2月20日に、昨年６月以来の第２回

会議を開催し、魚類、鳥類、植物など各分野

の有識者から意見を伺いました。 

 続いて、資料の裏面を御覧ください。 

 国が管理する球磨川本川の河川整備と連携

して、県が管理する支川でも河川整備を進め

ています。 

 一例を御紹介しますと、右側イメージ図の

ように、相良村の廻地区において、村事業と

連携して進める河川護岸工事に新たに着手い

たしました。 

 続いて、(4)「緑の流域治水」に関する五

木村職員研修会についてです。 

 ２月19日に五木村の主催により開催され、

国、県、村から、村職員に向けて流水型ダム

を含む緑の流域治水の村内での取組を中心に

説明いたしました。 

 引き続き、緑の流域治水に対する理解がさ

らに深まるよう、様々な情報発信に努めてま

いります。 

 続いて、球磨川流域の創造的復興に関し、

２点御報告いたします。 

 ２月14日に、令和２年に被災した八代市坂

本支所周辺が敷地一帯をかさ上げして再建さ
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れました。坂本支所は、コミュニティーセン

ター及び診療所も併設するなど、地域住民の

生活を支える新たな拠点となります。 

 最後に、流域全体を丸ごと博物館と見立て

る球磨川リバーミュージアム構想についてで

す。 

 ３月１日に、関係の皆様に御参加いただ

き、キックオフフォーラムを開催いたしまし

た。今後、観光モデルコースづくりやモニタ

ーツアーで取組を具体化してまいります。 

 河川課の報告は以上です。 

 

○佐澤建築課長 建築課でございます。 

 右上に報告事項９と記載の次期「熊本県建

築物耐震改修促進計画」の策定について御説

明いたします。 

 本件につきましては、11月議会の建設常任

委員会におきまして計画策定の方向性を御報

告させていただいておりますが、パブリック

コメントを終え、このほど最終案がまとまり

ましたので、改めて御報告させていただくも

のです。 

 資料左側、上段を御覧ください。 

 １、当計画についてですが、以下、文中の

主要な部分にアンダーラインを付しておりま

す。 

 まず、熊本県建築物耐震改修促進計画と

は、既存建築物の耐震性能を高め、大規模地

震から県民の安全、安心を確保するため、住

宅や建築物の耐震化の目標や施策を定めるも

のです。 

 次に、次期計画策定の必要性につきまして

は、大規模地震発生の切迫性と住宅や建築物

の耐震化の重要性が高まっており、これに備

え、建築物の耐震化をより一層促進していく

ため、必要としております。 

 計画期間につきましては、左側下段に記載

のとおり、令和８年度から令和17年度までの

10年間としております。 

 次に、上段右側の２、耐震化の現状と課題

についてですが、住宅は、これまでの取組の

結果、耐震化率は89.5％となっておりまし

て、全国平均とほぼ同程度となっておりま

す。しかし、引き続き耐震化を進めていく必

要がございます。 

 紙面右端に地域別の住宅の耐震化率を図で

示しておりますが、ピンク色、オレンジ色、

黄色の地域が耐震化率が低い地域となってお

ります。これらの地域におきましては、高齢

化の進行を前提とした対策が必要と考えられ

ます。 

 上段の表にお戻りください。 

 次に、特定建築物、これは、多数の者が利

用する1,000平米以上の建築物などのことで

すが、耐震化率は93％で、引き続き耐震化を

進めていきますが、特に重要性が高い大規模

建築物について、優先的に取り組む必要がご

ざいます。 

  これらを踏まえまして、目標設定につい

て、その下の３、目標設定のところに記載し

ておりますが、住宅は、令和17年度末まで

に、特定建築物は、特に重要性の高い大規模

建築物について、令和12年度末までに耐震性

が不十分なものをおおむね解消することとし

ております。 

 裏面を御覧ください。 

 計画の４つの基本方針とそれに対応する13

の施策を整理して記載しております。 

 次期計画は、現行の計画をベースに必要な

見直しを行い策定しており、主な改正点には

アンダーラインを付しております。 

 計画のポイントとしましては、まず、基本

方針１の住宅の耐震化促進について、施策２

の新耐震基準が適用された昭和56年から木造

の耐震規定が強化された平成12年までに建て

られた木造住宅の耐震化促進のため、支援の

拡充等を行うことを追加しております。 

 次に、基本方針２の住宅以外の建築物の耐

震改修推進について、施策４の緊急に安全を

確認すべき大規模建築物の耐震化の推進に優
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先的に取り組むこととしております。 

 基本方針３の非構造部材等の安全対策の促

進について、施策８において、耐震シェルタ

ーなども普及を図っていくことを追加してお

ります。 

 最後に、基本方針４の人材育成について、

施策11で、項目としては改正しておりません

が、耐震化を担う専門的な技術者の育成に関

し、これまでの取組をさらに充実し拡大して

いくこととしております。 

 策定スケジュールにつきましては、表面に

お戻りいただき、最下段の４に記載しており

ますが、この後、外部有識者で構成する検討

委員会に諮り、今月中に策定、公表する予定

としております。 

 今後も、当計画に基づき、県内の住宅、建

築物の耐震化にしっかりと取り組んでまいり

ます。 

 報告は以上です。 

 

○上野住宅課長 住宅課でございます。 

 報告事項10をお願いいたします。 

 県営住宅における新たな取組について御報

告いたします。 

 県営住宅は、公営住宅法に基づきまして、

住宅に困窮する方に低廉な家賃で賃貸するこ

とを目的に建設されたものであり、整備、運

営に当たりましては、変化する社会情勢や県

民の皆様の多様なニーズに対応できるよう検

討を行い、各種取組を実施しております。 

 まず、１、子育て支援型住戸の提供につい

てでございます。 

 県営住宅では、これまで、住戸内の居住性

を高めるため、段差解消や手すりの設置、給

湯設備の更新などのユニバーサルデザイン改

修工事を実施してまいりました。 

 このたび、こどもまんなか熊本・実現計画

に掲げる取組の一つといたしまして、子育て

支援型の住戸改修に着手いたしました。これ

は、県内の公営住宅では初めての取組でござ

います。 

 令和７年度の実績でございますが、①改修

した団地は、熊本市中央区帯山の竜蛇平団地

で、②改修戸数は４戸でございます。 

③改修内容といたしまして、ユニバーサル

デザイン改修工事の内容に加えまして、子供

の見守りができる対面キッチン、広いダイニ

ングキッチンへの間取りの変更、遮音性の高

いクッションフロアの設置などでございま

す。 

④のとおり、２月に入居者募集を行いまし

て、４世帯の応募がございました。 

⑤入居可能日は４月１日でございまして、

４月１日以降順次入居される予定となってお

ります。 

 次に、２、ペット共生住宅の試行開始につ

いてでございます。 

 県営住宅では、動物アレルギーやペットが

苦手な入居者に配慮いたしまして、ペットの

飼育を原則禁止としてまいりました。しか

し、高齢者の社会的孤立の解消など、ペット

飼育により期待される効果があること、民間

の賃貸住宅ではペット飼育可能な物件が増加

傾向にあることなどから、県営住宅に求めら

れるニーズの一つと捉えまして、ペットとの

共生について検討を進めてまいりました。 

 (1)検討経過でございますが、令和６年４

月から情報収集を開始いたしまして、必要な

ルールなどについて検討を進めておりました

ところ、令和７年６月に、小山田団地自治会

から、ペットとの共生を求める要望書が提出

されました。これを受けまして、同年７月か

ら小山田団地入居者へのアンケートを実施

し、団地自治会との協議を重ねておりまし

た。令和８年１月に、団地内の３つの棟の全

ての入居者からペット飼育に関する同意書が

提出されまして、これにより、３月１日から

試行するということとして開始することにな

りました。 

 (2)試行の概要でございます。 
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 ①試行する団地は、熊本市西区島崎にある

小山田団地で、小山田団地は19棟202戸の団

地でございますが、そのうちの３棟24戸で試

行を実施いたします。 

②試行開始日は、令和８年３月１日でござ

います。 

③飼育可能な動物の種類は、おおむね10キ

ログラム以下の犬または猫のいずれか１匹と

しております。 

④ペットの飼育の条件といたしまして、県

で定めるペット飼育取扱要綱や自治会が作成

するルールを遵守していただくこととしてお

ります。 

 (3)今後の対応でございますが、アニマル

フレンズ熊本など関係機関と協力いたしまし

て、ペットの譲渡や適正な飼養に関する講習

会などを実施することとしております。 

 引き続き、県民の皆様の多様なニーズに適

切に対応できるよう、県営住宅の整備、運営

に取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

 

○西山宗孝委員長 以上で執行部の報告が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

質疑はありませんか。 

 

○坂田孝志委員 ６番と９番、河川課の浸水

対策、軽減策、関係部課とか、省庁横断的

に、あるいは関係市町村とか、精力的に取り

組まれたと思います。その労を多としたいと

思います。本当に今後も期待するところであ

りますが、やっていこうとするには、やはり

そこには必ず財源が伴ってまいりますので、

県、市町では到底手に負えないところも多い

と思いますが、これはどうなんですかね。国

とのいろいろ協議といいますか、すり合わせ

っていうんですかね。これは今後のことにな

るんですか、今いろいろやっております。そ

こをちょっとお聞きしたいなと思います。 

 それから、９は後でいいかな。 

 

○西山宗孝委員長 いいですか。じゃあ６番

から。 

 

○工藤河川課長 河川課でございます。あり

がとうございます。 

 一応検討会には、オブザーバーといたしま

して国からも参加をしていただいておりま

す。九州地方整備局の地域河川課ですとか、

あと熊本県内の河川国道事務所からも、オブ

ザーバーとして参加をしていただいておりま

す。 

 当然、予算につきましては、これをつくっ

たからすぐつくというものじゃないかもござ

いませんが、各地域の、先ほど御説明しまし

た流域治水プロジェクトに確実に盛り込ん

で、そして確実な執行をしていきたいという

ふうに考えております。 

 以上です。 

 

○坂田孝志委員 中にそうやって入っておら

れるということは、それだけ理解もあるもの

だと思いますので、国も大きく防災・減災、

国土強靱化と立っておられますから、ぜひそ

の中に組み込まれるように努力していただき

たいと思います。 

 で、９番、要望といいますか、先ほどとの

関係で、耐震改修計画というこれだけ立派な

ものをこの10年間立てられるとするならなお

さらのこと、目じゃなくて、もういっちょ上

の段の項ぐらいでばちっとうたいなっせよ。

そこは検討してください。 

 以上です。 

 

○西山宗孝委員長 よろしいですか。――要

検討、願いします。 

 ほかにありませんか。 

 

○吉永和世委員 ２番と３番が一緒というこ
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とで、これは下水道事業ですか。これは、ウ

ォーターＰＰＰですよね。私もよく分かって

ないんですけれども、今、施設自体を管理し

ていらっしゃる方々がいらっしゃる。これは

もうほぼ地元の方々だと思いますけれども、

この方向性の中で、地元のやっていらっしゃ

る方々も、この状況といいますか、立場とい

うかな、そういうのがどうなっていくのかな

ってのが非常にこう見えづらいところでもあ

るんですけれども、国の方向性は分からぬじ

ゃないんですが、肝腎な地元が見えない、地

元がどうなっていくのかというところがちょ

っと見えづらいところがありますので、そこ

ら辺はどう考えればいいんですか。 

 

○堤下水環境課長 委員が今質問いただきま

したウォーターＰＰＰ、官民連携ってのはウ

ォーターＰＰＰでございますけれども、その

取組なんですけれども、国が進めているのが

レベル４と言われるコンセッション、それか

らレベル3.5という更新の支援型とか実施型

とかいうものになってございまして、今回の

ウォーターＰＰＰの中では、議会の質問でも

あったんですけれども、契約をやっぱりなる

べく一つ大きくまとめて長期的な契約を結ぶ

ということになりますので、今我々が運営し

ている３つの流域下水道の指定管理料という

のが、年間で３流域合わせると大体10数億と

いう予算がございます。今回ウォーターＰＰ

Ｐ、官民連携を進めると、一番短くても10年

単位とか、長いものになると20年単位とかい

うそういう長期の契約になるので、予算がか

なり大規模化、例えば、10数億だったら10年

だったら100億とか、そういう大きな規模に

なりますし、今指定管理者のほうでやってい

ただいている内容というのが、処理場の運営

とか幹線管路の管理とか、そういった維持管

理の面を主にやっていただきまして、それ

に、いろんな施設の更新とかいうのがついて

くるのが今回のウォーターＰＰＰの取組とな

ります。 

 もちろん、委員がおっしゃられますよう

に、災害とか緊急時の対応というのはもう地

元の業者がいないと、実際、24時間365日、

下水道施設というのは動いていますので、そ

ういった対応も絶対必要になってくるという

ことです。 

 今回議会の代表質問で知事のほうからも答

弁がございましたけれども、やっぱり発注単

位が大きくなると、地元以外の大きな企業が

やっぱり入ってくるというようなことも想定

される中では、やっぱりそういった地元の企

業への配慮というのは、今後検討を進めなが

ら、この導入に当たって、いろいろ事業のス

キームだとか、官民連携の方式などを、また

令和８年度から、また検討をやっていって、

地元への配慮というのも考えていきたいとい

うふうに思っているような、今段階でござい

ます。 

 

○吉永和世委員 そこをしっかりと考えてい

かないと、そこを抜きで何かやっても仕方が

ないと思いますので、やっぱりいざというと

きの地元であると思いますので、最終的には

地元の会社多分出てくるんだろうと思うんで

すけれども、どこで、どの段階で地元が出て

くるのかとなると、今想像する中で、一番下

のほうで、まさしく現場のほうでしか出てこ

ないのかと思うんですけれども、その上で、

契約するときの中にもしっかりとその地元と

いうのが出てくるような、何かそういった連

携が出てくるような感じでやっていただくの

が一番いいんじゃないのかなと今ちょっとこ

う思ったところです。そこら辺を検討いただ

いて、ぜひ進めていただければなと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それと、もう１ついいですか。 

 

○西山宗孝委員長 はい。 
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○吉永和世委員 先ほど部長の冒頭の挨拶の

中で、八代港と熊本港についてお話がござい

ました。コンテナターミナルの拡張とか、あ

ったわけですけれども、今、コンテナ取扱量

って、先ほどあったんですけれども、この中

身を見たときに、国内向けとか国外向けとか

あると思うんですけれども、その割合的には

どういう感じなんですか、教えてください。 

 

○田村港湾課長 港湾課でございます。 

 報告事項４の３ページ、中段のほうにポー

トセールスビジョンにおける公正な取扱いの

目標値ってございます。この八代港と熊本港

の実績が、これは、令和６年10月策定時点で

ございますので、これというのは、あくまで

海外向けのコンテナの量になっております。 

 

○吉永和世委員 今、熊本港の水深というの

が7.5って聞いていますし、八代港は14です

か。考えたときに、荷主さんからすると、要

は、輸送コストが安いほうが、基本的にいい

わけですよね。 

 今、コンテナの現状を見たときに、船が大

型化してきていて、大型化しているってこと

は水深がやっぱり深くないと入らないわけで

しょうから、コスト的に考えたら、やっぱり

水深が深くて、大きい船が入るところが非常

にやっぱり利便性が高いというふうに考える

と、八代港の取扱量が増えていくような施策

を打っていかないと、お互いに同じ役割を持

ってやっても仕方がないのかなという、ちょ

っとそういった思いもありますので、やはり

どっちかにしっかり力を入れていくという対

応をしたほうが私はいいような感じがするん

ですけれども、そこら辺の方向性を出す必要

があるのかなとちょっと思ったりもしていま

す。 

 結局、熊本、今回、コンテナターミナルの

拡張というふうになっていますので、どっち

を拡張するのかよく分かりませんが、やはり

それなりのしっかりとした方向性持って拡張

しないと、何かおかしくなるんじゃないかな

とちょっと思ったりもしているんですけれど

も、そこら辺のその方向性というのあるんで

すかね。ぜひ言っていただきたいと思います

が。 

 

○田村港湾課長 港湾課でございます。 

 先ほどの報告事項４の４ページ、見ていた

だきますと、施設の見通しというところで、

上段のほうが八代港でございます。コンテナ

ヤードを拡張する部分というのが赤で示され

ております。実際八代港でコンテナの増地場

が今後伸びていくことを予想しまして、現在

拡張を進めているところでございます。 

 片や、熊本港のほうは、下の段を見ていた

だきますと、耐震強化岸壁を国のほうでやっ

ていただいております。その背後地に埠頭用

地を整備しまして、コンテナターミナル、こ

の部分を広げていくような形で考えておりま

す。 

 委員おっしゃるとおり、熊本港の場合は、

やはり有明海の特性がありまして、なかな

か、先ほど委員会資料でも御説明しました

が、しゅんせつを毎年やっていくというふう

なところで非常にコストもかかります。た

だ、熊本港は、熊本港として今道路の整備が

進んでおりまして、都市圏あたりから非常に

利便性も増すということもございます。 

 ただ、見ていただきますとおり、八代港、

これだけ歴史があります。何ていうかな、港

の規模も大きくて、取扱い水深も14メーター

岸壁等々ありまして、非常に利便性は八代港

のほうが規模的にも大きいとございますけれ

ども、ちょっと今、現時点で、私のほうから

どちらがどっちということは、すみません、

お答えすることはちょっと今の段階では、そ

こまでの考えを持ち合わせておりませんけれ

ども、委員おっしゃるような、やはり熊本港

と八代港の特性を生かした今後の進め方とい
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うのはやはり考えていく必要があるかなとい

うふうに考えております。 

 熊本港も熊本港で、やはりＴＳＭＣ関連の

セミコンから近いというところで、最近、直

接ではございませんけれども、関連する資材

の取扱量が増えたりってこともありますの

で、ただ、水深もなかなかその7.5から14と

いうのも非常に工費的にもかかります。県で

はできず、やはり国にお願いしなくちゃいけ

ない部分もございます。その辺りも踏まえな

がら、両方の重要港湾の今後の整備の進め方

というのは、委員おっしゃるような形をちょ

っと考えていく必要があるかと考えておりま

す。 

 すみません、答えになっておりませんが、

以上です。 

 

○吉永和世委員 私、熊本港が駄目って言っ

たわけじゃないんですけれども、ただ、役割

分担をしっかり持ってやっていったほうが、

より荷物も集めやすいし、出すほうも選択し

やすいし、今、両方どうですかという状況だ

と思うので、それはちょっと何か整備のほう

もしづらいのかなという感じもしますし、や

っぱりある程度、本当に見える化じゃないで

すけれども、役割分担をしっかりと明確にし

て、そして、しっかり整備をやっていくとい

うほうが一番いい方向性なのかなとちょっと

思ったりしますので、ちょっと御意見として

言わせていただきました。よろしくお願いし

たいと思います。 

 

○西山宗孝委員長 ほかにありませんか。 

 

○斎藤陽子委員 すみません。申し訳ありま

せん。 

  報告事項10についてです。 

 先日、大学生を今インターンで受け入れて

おりまして、その皆さんと一緒に、この１番

の子育て支援型の住宅のほうも見せていただ

きまして、大変くまもと新時代共創にふさわ

しい取組を進めていただいているものという

ふうに思っております。 

 ２番についても、県民の皆様から大変声が

大きいというのも聞いておりますけれども、

いよいよ供用が始まるということで、今のそ

の申込み等の進捗状況と、今後もしもっとこ

う進めていきたいと思っていらっしゃること

があればお聞かせいただければと思います。 

 

○上野住宅課長 住宅課でございます。御意

見ありがとうございます。また、先日は、県

営住宅見ていただきまして誠にありがとうご

ざいました。 

 今、御質問は、小山田団地で実施しており

ますペット共生住宅の申込みの状況というこ

とでございますけれども、ペット共生住宅の

試行を３月１日から始めるということで、現

在試行しております３棟24戸のうちの空室８

戸について、翌日３月２日から、月曜日でご

ざいましたので、３月２日から常時募集とい

う先着順での入居募集を行いましたところ、

１日で17件申込みがあるというような状況で

ございました。非常に反響が大きく、私ども

もびっくりしたというところでございまし

た。 

 今現在、そういった申込みのあった方々に

部屋を見ていただきながら、あと、私どもの

ほうでつくっております取扱要綱、あるいは

団地でつくっているルール、そういったこと

を御説明しつつ、あと、県営住宅の場合は、

入居いただくのに収入要件がございますの

で、そういった要件に合致しているかどう

か、そういうことを確認させていただいてい

るという状況でございます。 

 で、そのような反響がある一方で、いろい

ろな報道機関でも取り上げていただきまし

て、全国的にもいろんな意見が私どものほう

に寄せられております。その中では、犬と

か、ペットの鳴き声ですとか臭いとか、そう
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いうことに対する懸念の声なども聞こえたり

してきておりまして、私どもも、その辺りは

しっかり対応できるようにということで、こ

れまで団地のほうともお話をしながら進めて

きておりますけれども、その辺りを、今度

は、入居してペットを飼われる方々と共有し

てやっていく必要があろうかというふうに思

っております。 

 ですので、きちんとルールを守っていただ

く、そして、あるいは、ペットを飼うこと

で、今度はまた私たちが考えていない新たな

困り事なども発生していないかとか、そうい

うことも把握しながらこれから進めていく必

要があろうかというふうに思っております。

そして、課題があれば、その解決策を、今度

は入居者の皆さんと一緒になって検討すると

いうことが必要になってくるかと思っており

ますので、そういった検討、検証をこれから

やっていって、しっかりその辺りをフォロー

していくということをやりたいと思っており

ます。 

 ですので、今後広げるのかというようなお

話もございましたけれども、そういった展開

は、そういった検証をしっかりやった後に検

討していくことになろうかなというふうに思

っております。 

 以上でございます。 

 

○西山宗孝委員長 いいですか、齊藤委員。 

 

○斎藤陽子委員 はい、すみません。ありが

とうございました。 

 新しいことを始めるのは非常に大変なこと

かと思いますけれども、ぜひチャレンジとし

て頑張っていただければと思います。ありが

とうございます。 

 

○西山宗孝委員長 ほかに質疑ありません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○西山宗孝委員長 なければ、以上で質疑を

終了します。 

 次に、その他のその他に入ります。 

 11月定例会の委員会におきまして、取りま

とめを御一任いただきました令和７年度の建

設常任委員会における取組成果について、お

手元に配付のとおり案を作成しましたので、

御説明します。 

 この取組成果は、今年度の当委員会の審議

の中で、委員から施策の推進に向けて提起さ

れた様々な課題や要望等の中から、執行部の

取組が具体的に進んでいる主な項目を取り上

げ、この３月に県議会のホームページで公表

するものです。 

 項目の選定等につきましては御一任いただ

きましたので、城戸副委員長並びに執行部と

の協議をしまして、当委員会としては、６項

目の取組を掲げた案を作成しました。 

 もちろん、ここに記載の項目以外の提案さ

れた課題や要望等についても、執行部で検討

等を続けておられますが、ここに掲げた項目

は、具体的な取組が進んだものなどを代表的

に選定しております。 

 それでは、この案につきまして何か御意見

ございませんでしょうか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○西山宗孝委員長 特になければ、それで

は、この案でホームページへ掲載をしたいと

思いますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 なお、掲載までに簡易な文言の修正、時点

修正等があった場合は、委員長に一任してい

ただきたいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

  （「どうぞ」と呼ぶ者あり) 

○西山宗孝委員長 それでは、そのようにさ

せていただきます。 

 次に、その他で委員から何かございません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 
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○西山宗孝委員長 なければ、以上で本日の

議題は全て終了しました。 

 それでは、これをもちまして第８回建設常

任委員会を閉会いたします。 

 しばらくお時間ください。 

  午後０時５分閉会 

――――――――――――――― 

○西山宗孝委員長 本委員会の執行部で本年

３月末をもって退職の方がおられます。 

それぞれ一言ずつ御挨拶をいただければと

思っておりますが、委員の皆様よろしいでし

ょうか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり) 

○西山宗孝委員長 それでは、お一人ずつ御

挨拶をお願いしたいと思います。 

 最初に、菰田土木部長。 

   (菰田土木部長～高橋都市計画課長の順

に挨拶) 

○西山宗孝委員長 お疲れさまでした。 

 なお、今年度最後の委員会でございますの

で、私のほうから一言御挨拶を申し上げま

す。 

 １年間、委員長として皆様と一緒に仕事を

してきました。大変お世話になりました。委

員の皆様には本当にお支えいただきながら、

そしてまた、執行部には、前向きの建設的な

意見もお伺いできました。 

 退職される皆さん方、まだまだお若い方ば

かりでございますので、引き続き、直接、間

接県政に携わる方もいらっしゃるかもしれま

せんが、ぜひとも経験を生かしていただい

て、新しい人生、さらに元気で頑張っていた

だきたいと思います。 

 それから、せっかくの機会なんですけれど

も、委員の皆様はもちろんですけれども、職

員の皆様には、幹部の方ばっかりしかお会い

できませんが、出先であります振興局等々で

は、この熊本県庁の中でも、本当にこの、私

が最初に御挨拶したときにもお話ししました

が、中核であり、要であります。この皆さん

の能力の下で、熊本県の防災・減災、国土強

靱化含めた都市づくりが進んでいると思いま

す。そういう意味もありまして、出先の振興

局等々の用地に当たった職員の方、それから

現場に当たった多くの職員の方々にも、機会

があれば、よろしくお伝えいただきたいと思

います。 

 最後になりますけれども、委員各位のます

ますの御活躍と職員の皆様のますますの御健

勝を心から祈念申し上げまして、挨拶としま

す。 

 １年間お世話になりました。ありがとうご

ざいました。(拍手) 

 次に、城戸副委員長からも挨拶を申し上げ

ます。 

 

○城戸淳副委員長 それでは、副委員長とし

て一言御挨拶を申し上げたいと思います。 

 まずは、１年間、西山委員長の下に委員会

運営進めてまいりました。本当に委員の皆様

には、御指導、そして御協力を賜り、心から

感謝を申し上げたいと思います。 

 また、執行部の皆様には、本当に真摯にい

ろいろ対応していただきまして誠にありがと

うございました。本当に重ねてお礼を申し上

げたいと思います。 

 一言、管内、管外視察がありました。非常

に私よかったなあと思っておりますけれど

も、特に管外視察の広島に行ったとき、どう

しても私免疫落ちておりまして、多分カキか

何かあったんだろうと思いますけれども、あ

のとき本当に御迷惑かけました。ただ、非常

にいい視察だなあと私は思っておりましたの

で、こういう意味では、１年間のこの建設常

任委員会の視察はよかったなあと思っており

ます。 

 また、退職される職員の皆様、本当に御苦

労さまでございました。これからも、県政運

営にいろいろ御尽力いただければありがたい

なと思っているところでございます。 
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 いろいろ１年間議論をさせていただきまし

た。これを県政の発展のために、これからも

御尽力いただければいいかなと思っておりま

すので、本当にいろいろと１年間お世話にな

りました。ありがとうございました。(拍手) 

 

○西山宗孝委員長 以上で終了します。 

  午後０時13分 
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